
日本型 VALUE CO - CREATION SOCI ET Y（価値共創社会）の理想

【 アメリカ型 】【 EU型 】【 中国型 】の強みを活かし、ボトムアップで多様かつ多元的な価値を

共に創る基盤を構築する。あらゆる立場の人々がだれも取り残されることなく、その人らしく生きる

ことができる社会を目指す。

GDP R・データポータビリティデータを

所有財の延長で発想

共有財としての側面も考慮した 主

体的選択（Beyond GDPR）

資本を軸に、単一の価値軸で
駆動する経済システム

データも活用し、多元的な価値で
駆動する経済システム

トップダウンで一元的な社

会信用システム

ボトムアップで多様かつ多元的な価値

共有と社会信用システム
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スマホアプリ（OSアプリは統一）

運動
万歩計

食事
内容、カロリー

Person-centered Open PLatform 
for wellbeing (PeOPLe)

介護・リハビリ・検

診データ

ウェアラブル・センシング
環境センシング

GPS
位置情報
（見守り）

自覚症状
熱っぽい、
鼻水など

天候、気温

湿度、気圧

花粉

黄砂

Biobank

血漿
組織

診療情報

（EMR）
レセプト

診断・治療・サービスの質に関するデータ 睡眠

服薬記録

本人から、データ開示のための

鍵を預かっている場合は、開示
レベルに応じ情報を確認

医療専門職

（医師、歯科医師、
薬剤師、ケアマネージャ等）

開示レベルに応じた鍵

本人

登録情報の活用

開示レベルの設定
開示者の設定

民間企業、行政、アカデミア

データの活用
・営利目的
・公衆衛生
・研究…等

住民

参加同意

基礎情報の登録
性別、生年月日
住所、電話番号等
収入カテゴリ、家族構成

Level 1
Level 2

Level 4

Level 0

テーラーメイド
情報配信

健康情報配信
薬情報検索

副作用報告・配信
機能

費用対効

果分析

その他各社

サービスとの連携

Level 1

地域医療

連携

利用手続き

A
P

I

目的別DB切り出し
（多くの場合匿名化）

ステークホル

ダー別ブース

Level0：機微性高 ～ Level4：機微性低

健康作りサポートア
プリケーション

電子お薬手帳
副作用管理も含む
飲み忘れ防止機能

Level 3

地域包括ケア連携
サポート機能

診断・治療サポート
機能

治療決定・セカンドオ
ピニオン・疼痛管理

サポート

疾患メカニズム分析、専門医認証、

創薬、安全性管理、費用対効果分析、
地域医療連携など目的別にDBを構成

Person-centered Open Platform
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